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Ｉ. 排出削減量の算定で考慮する温室効果ガス排出活動」（方法論項目3）

排出活動 排出活動の説明 排出源（設備等） 温室効果ガス 備考

冷温水発生器の運転による化石燃料の使用 冷温水発生器の稼動により化石燃料が消費されCO2が排出される 冷温水発生装置　1台 CO2

排出活動 排出活動の説明 排出源（設備等） 温室効果ガス 備考

空 調 機 運 転 に お ける 電 力 の 使 用 更新後空調機の稼動により電力が消費されCO2が排出される空調機３台、全熱交換器２台 CO2

※　方法論の「３．排出削減量の算定で考慮する温室効果ガス排出活動」に示される排出活動以外にも主要な排出活動がある場合には上記に記入すること。

※　欄が足りない場合には追加して記入すること。

プロジェクト排出量

ベースライン排出量

1
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1.　排出削減量の算定　※方法論を参照し、以下に排出削減量の算定式及び値を記入する。

= -

＝ - *算定期間は2011年12月～2012年3月

＝ -

ERｙ

BEy

Ⅱ. 算定式　（方法論項目4～6）

ERｙ BEy PEy

プロジェクトにより更新した空調設備の稼動による年間CO2排出量（プロジェクト排出量）

ERｙ

54.09

26.862011年度

2012年度

34.66

123.90

61.52

69.81

パラメータ 単位

BEy PEｙ

tCo2/年
tCo2/年
tCo2/年PEy

年間の温室効果ガス排出削減量
プロジェクトにより代替される空調設備によって使用されていたと考えられる、化石燃料起源の年間CO2排出量（ベースライン排出量)
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2.　ベースライン排出量の算定　※方法論を参照し、以下にベースライン排出量の算定式及び値を記入する。

●既存の空調設備の稼動による年間CO2排出量（tCO2/年）

= ＋

＝ ＋
＝ ＋

*既存設備は灯油を使用

●既存の空調設備の稼動による電力使用に伴う年間CO2排出量（tCO2/年）

（ベースラインの化石燃料から、プロジェクトで電気へ燃料転換された場合）

= × × ÷ ×

＝ × × ÷ ×
＝ × × ÷ ×

= × ÷ （ + ）

＝ × ÷ （ ＋ ）
＝ × ÷ （ ＋ ）0.0531 0.0000

36.10

0.053136.662012年度 36.63

0.0531

PEC空ｙ PECｙ

2011年度 36.13

MWｈ

0.0531 0.0000

PW空 ΣPW補iPW空

MWｈ/年
MWｈ/年

PW空 プロジェクト実施後の空調設備の定格電力消費量 MWｈ

PECｙ プロジェクトにおける空調設備全体（2次搬送用のファン等を含む）の年間使用電力量

単位

2012年度 123.90 3.4

ΣPW補iPW空

パラメータ

PEC空ｙ PECｙ PW空

PW補i プロジェクト実施後の2次電力消費機器i（2次搬送用ファン等）の定格電力消費量

PEC空ｙ プロジェクトにおける空調設備の年間使用電力量

BE化ｙ PEC空ｙ

61.52

η化BL

2011年度

η電PJ 変換係数

ベースラインにおいて消費された化石燃料のCO2排出係数

CEF化,BL,ｙ

0.06793.4 3.60 0.98

tCO2/GJ

パラメータ 単位
BE化ｙ 既存の空調設備による化石燃料消費に伴う年間CO2排出量 tCO2/年

MWｈ/年
COP

COP既存の空調設備のエネルギー効率（COP，APF，ボイラ効率等）

BE化ｙ PEC空ｙ η電PJ

CEF化,BL,ｙ

BEｙ BE電ｙ BE化ｙ

パラメータ

BE化ｙ

2011年度 61.52 0.00 61.52

BEｙ BE電ｙ

tCO2/年
tCO2/年

単位
BEy 既存の空調設備による年間CO2排出量 tCO2/年

BE電ｙ 既存の空調設備による電力消費に伴う年間CO2排出量

BE化ｙ 空調設備の更新を行なわなかった場合に、既存の空調設備での化石燃料消費に伴う年間CO2排出量

2012年度 123.90 0.00 123.90

3.6 -変換係数(GJ/MWh) ; 電力 1MWh=3.6GJ

η化BL CEF化,BL,ｙ

PEC空ｙ プロジェクトにおける空調設備の年間使用電力量

プロジェクトにおける空調設備のエネルギー消費効率（COP，APF，ボイラ効率等）η電PJ

0.0679

72.00
145.00

3.6

η化BL

3.60 0.98

2



様式3別紙 2010.07.01 第1.1版

3.　プロジェクト排出量の算定　※方法論を参照し、以下にプロジェクト排出量の算定式及び値を記入する。

●更新後の空調設備の稼動による年間CO2排出量（プロジェクト排出量）

= +

*更新設備は化石燃料を使用しないため、該当しない

＝ +
＝ +

*更新設備は化石燃料を用いない

●プロジェクトにより更新した空調設備での電力使用に伴う年間CO2排出量

= ×

＝ ×
＝ ×

●プロジェクトにより更新した空調設備での化石燃料消費に伴うCO2排出量

= × ×

＝ × ×
＝ × ×

*更新設備は化石燃料を用いない

※欄が足りない場合は適宜欄を追加して記入すること。

パラメータ

PEｙ PE電ｙ PE化ｙ

PE電ｙ

PE化ｙ

tCO2/年
tCO2/年
tCO2/年

プロジェクトにより更新した空調設備の稼動による年間CO2排出量

プロジェクトにより更新した空調設備での電力使用に伴う年間CO2排出量

プロジェクトにより更新した空調設備での化石燃料消費による年間CO2排出量

PEｙ

単位

PE電ｙ PEC空ｙ CEF電ｙ

PEｙ PE電ｙ PE化ｙ

2011年度 26.86

パラメータ 単位
PE電ｙ プロジェクトにより更新した空調設備での電力使用に伴う年間CO2排出量 tCO2/年

PEC空ｙ プロジェクトにより更新した空調設備によって消費される年間電力消費量 MWｈ/年
CEF電ｙ 当該電力のCO2排出係数 tCO2/MWｈ

54.09 145.00

2011年度 26.86 72.00

CEF電ｙ

0.37

0.37

PE化ｙ PFC空ｙ CV化,PJ,y

PE電ｙ PEC空ｙ

2012年度

パラメータ

CEF化,PJ,y

単位
PE化ｙ プロジェクトにより更新した空調設備での化石燃料消費に伴う年間CO2排出量 tCO2/年

PFC空ｙ プロジェクトにより更新した空調設備によって消費される年間化石燃料消費量 重量単位/年

CEF化,PJ,y プロジェクトにおいて消費された化石燃料のCO2排出係数 tCO2/GJ

CV化,PJ,y GJ/重量単位プロジェクトにおいて使用された化石燃料の単位発熱量

CEF化,PJ,yPE化ｙ PFC空ｙ CV化,PJ,y

0.07

2012年度 0.00 0.00 0.00 0.07

2011年度 0.00 0.00 0.00

26.86 0.00

2012年度 54.09 54.09 0.00
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Ⅲ. モニタリング詳細－活動量－（方法論項目7）

計量器の種類
計量器の
精度管理

計量器の
有効期限

Ⅳモニタリン
グフロー図に
記載した、モ
ニタリングポ
イントの番号
を記入

方法論に
記載されて
いるパラ
メータを記
入

モニタリングの対象とな
る燃料の種類を記入
「その他」を選択した場
合には備考欄に具体
的な燃料名を記入

測定方法・データ把握方法を記入

モニタリング方
法ガイドライン
「第Ⅱ部1.1モニ
タリングポイント
とモニタリング
パターン」を参
照しA～Cより選
択

測定頻度を記入

自社管理計量器を使
用している場合、計量
器の具体的種類を記
入

計量器の検定有無
や定期検査等に関
する情報を記入

計量器の有効
期限を記入

モニタリング方法
ガイドライン「第
Ⅱ部1.3精度確
保について」を参
照し、要求精度
レベルと自己精
度レベルを確認

想定排出削減量の
算定に使用した値
を記入

特筆すべき事項があれば記入

1 Q個燃 一般炭 自社管理計量器にて把握する B：実測 月１回 ベルトスケール 検定付メータ 2014/5/1 ○ 500t

P１ PEC空ｙ 電力（系統） 自社管理計量器にて把握する B：実測 日次 電子式普通電力量計 検定付メータ 2021/10/1 ○ 145MWh/年

※モニタリング方法ガイドラインや方法論に記載されていない独自手法またはデータを用いてモニタリングする場合は、その方法を採用する合理的根拠やデータの出典を上記の表又は「Ⅶ備考」シートで説明すること。

備考測定頻度

自社管理計量器の使用

モニタリング
ポイントNo

パラメータ
燃料
種別

測定方法
計画値
［単位］

モニタリング
パターン

精度レベル
の確認
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Ⅲ. モニタリング詳細－発熱量・排出係数－（方法論項目7）

計量器の種類
計量器の
精度管理

計量器の
有効期限

Ⅳモニタリン
グフロー図に
記載した、モ
ニタリングポ
イントの番号
を記入

方法論に
記載されて
いるパラ
メータを記
入

モニタリング対象となる
燃料の種類を選択
「その他」を選択した場
合には備考欄に具体
的な燃料名を記入

モニタリング対
象となる項目
を選択

測定方法を選択
事業者自ら実測を行う場合、具体的な測
定方法を記入

測定頻度を記入

自社管理計量器を使
用している場合、計量
器の具体的種類を記
入

計量器の検定有無
や定期検査等に関
する情報を記入

計量器の有効
期限を記入

モニタリング方法
ガイドライン「第
Ⅱ部1.3精度確保
について」を参照
し、要求精度レ
ベルと自己精度
レベルを確認

想定排出削
減量の算定
に使用した値
を記入

特筆すべき事項があれば記入

2 NCV材,y バイオマス（固体） 単位発熱量 実測値 JIS Z 7302-2:1999に準拠し測定 月1回 トラックスケール 検定付メータ 2013/10/1 ○ 2000t

P1 CEF電ｙ 電力（系統） 排出係数 デフォルト値 ー 年1回 ー ー ー ○ 0.373kgCO2/kWh

備考測定頻度

自社管理計量器の使用

測定方法
計画値
［単位］

測定方法
詳細

精度レベル
の確認

モニタリング
ポイントNo

パラメータ
燃料
種別

パラメータ
種類

4
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Ⅳ. モニタリングフロー図

排出源

燃料種別

※使用するパラメータを全て記載すれば、必ずしも個別パラメータごとにフロー図を作成する必要はなく、一つのフローで全体を示しても良い。

※記入枠は必要に応じてコピーして増やすこと

B　（実測）

排出削減量の算定に使用するモニタリングが必要なパラメータについて、燃料、電力等の受入から消費までの流れを
記載するとともに、各モニタリングポイントを明示する。

更新した空調機器類

モニタリングパターン電気（系統）

P1

２階空調機械室設置　：床置ビルトイン形全熱交換器

R階空調機械室設置　：天吊り形全熱交換器

R階空調機械室設置　：オールフレッシュ形空調機

２階空調機械室設置　：オールフレッシュ形空調機

新館１階防災センター
中央監視システム
にて電力量計測

１階空調機械室設置　：オールフレッシュ形空調機

5
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Ⅴ. モニタリング体制図

モニタリング体制図を以下に記載すること（詳細については、モニタリング方法ガイドライン「第Ⅰ
部２．２モニタリング体制の構築」を参照のこと）。

【大分県厚生農業協同組合連合会 本部】 
 
 
 
 

モニタリング報告書の承認 
管理課 衛藤主任 

 
 

測定データの確認、モニタリング報告書の作成 
管理課 百﨑 一貴 

 
 
【防災センター】 
 

項目 電力量 

モニタリングポイント Ｐ１～Ｐ10 

管理・報告者 電気主任技術者 

記録者 運転管理業務委託業者 

測定者 運転管理業務委託業者 

 

排出削減量算定責任者 
統括管理室 石井室長 

6
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Ⅵ. 品質保証（QA）及び品質管理（QC）

（１）　教育訓練

・モニタリング体制、手順、報告書への記載方法などについて、院内での教育を徹底する。

・モニタリングに関する報告・連絡・相談の一連の流れを統一する。

・プロジェクトに関る職員全員への講習会を定期的に実施し、J-VER制度やモニタリング方法

　について周知する。

・防災センターのモニタリング担当者には使用機器の教育訓練を実施する。

（２）　情報の保管

・モニタリングデータは大分県厚生農業協同組合連合会防災センターにて記録し、同統括管

　理室管理課職員が管理保存を行い、文書にて３年間保管する。

・モニタリングデータは文書の他、電子データによる保管も実施することとする。

（３）　データの確認

・管理責任者は担当者の記録するデータについて確認を実施する。

・収集したデータについては、前年同月の記録と比較し、削減量の確認を実施する。データに

　大きな乖離が見受けられる時は、その乖離につき、明確な理由がない限り、モニタリング方

　法に問題がないかどうか確認を行う。

（４）内部監査

・プロジェクトの責任者は、内部監査担当職員に対し、年１回程度の内部監査を指示する。

・内部監査時にはモニタリング体制や実施ルールなどのガイドラインが要求する事項に対して

　組織の活動が適合しているかについて確認を実施するものとする。

（５）測定機器の維持・管理

・計測器器の維持管理は、院内担当者における定期点検及び外部委託による法定点検を実

　施するものとする。

※独自の様式や手順書等を作成している場合には本様式に添付しても良い。

データの品質を確保するための仕組みとして、データ収集・集計等体制の整備と個別データの信頼
性の向上について以下に記載すること。例えば、バイオマス燃料のモニタリングにおける手順や算
定基準に関する社内研修や、発熱量・含水率等の計量を行う計量器の精度管理等が想定される（詳
細については、モニタリング方法ガイドライン「第Ⅰ部２．２モニタリング体制の構築」を参照のこと）。

7
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Ⅵ. 備考

モニタリング項目等の説明で追加説明が必要な場合は、以下に詳細を記述する。

■灯油の単位発熱量■

36.7 GJ/ｋｌ …①

36.7 MJ/ｌ …②

0.8 …③

29.36 MJ/ｋｇ …④＝②×③

29.36 GJ/ｔ …⑤

■PJのCOP算出■

70,000 kwh 280,000 kwh …⑥ 5.71 kwh 5.86 kwh 5.785 kw/h

0.00579 Mw/h

■BLのCOP算出■

型式 OLA-150

入力

灯油使用量 49.00 ℓ/h 49.70 ℓ/h …⑦

熱量 1798.30 MJ 1823.99 MJ …⑧＝⑦×②

変換係数 3.60 MJ/kwh 3.60 MJ/kwh …⑨(別表)

消費電力 499.53 kw 506.66 kw …⑩＝⑧÷⑨

出力

冷暖房能力 526.92 ｋｗ 456.98 ｋｗ …⑪ USRT 150 USRT

平均 Kcal/h　換算 453,150 Kcal/h 393,000 Kcal/h

COP 1.05 0.90 0.98 …⑫＝⑪÷⑩ Kw　換算 526.9 KW 457.0 KW

280,000 ｋｗｈ …① 変換係数① 3.6 GJ/MWh

286,187 ｋｗｈ …⑬＝①÷⑫ 変換係数② 3.6 MJ/KWh

1,030,272 MJ …⑭＝⑬×変換係数

35,091 ℓ …⑮＝⑭÷灯油の単位発熱量

35.1 ｋｌ …⑯＝⑮÷1000

注）

● ＰＪのＣＯＰはカタログ値を使用

● ＢＬのＣＯＰは各カタログ値より算出

■Project実施後の2次電力消費機器（2次搬送用ファンなど）の定格電力消費量（MWh）■

定格電力

1 0.46 kw/h

期中平均 0.46 kw/h

期中平均 0.00046 Mw/h

冷暖平均COP 出力(能力)

単位発熱量(デフォルト値)

灯油の法定比重

型式

単位発熱量(重量換算)

単位発熱量（MJ換算）

単位発熱量(重量換算)

入力（使用電力）

型式

暖房能力冷房能力

灯油使用量/年②

年間冷暖房能力

消費電力

熱量変換

灯油使用量/年①

xxx 4.0

暖房時冷房時

定格電力

期中平均暖房時冷房時

8



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /ShinGoPro-Medium
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




